
―釜ヶ崎での労働者健診から見えた無料低額診療施設の役割と課題― 
 

 

社会福祉法人 恩賜財団済生会 

 理事長 炭谷 茂 氏 

 

「困窮者医療の今後に向けて」  
 

 

 

 

大阪府済生会吹田病院 川口 真理子 氏 

大阪社会医療センター 坂東 由佳子 氏 

大阪市立更生相談所  平井 靖男  氏      

釜ヶ崎支援機構    尾松 郷子  氏 

コーディネーター   生活サポート釜ヶ崎   

 

 日 時 ２０１１年３月１９日（土） 

午後２時～午後５時（受付１時３０分） 

 

 

 

國民会館住友ビル 大ホール 

   〒540-0008  

大阪市中央区大手前２丁目１番２号 

       ℡06-6941-2433  
 

主催 ＮＰＯ法人 生活サポート釜ヶ崎 

 協力 ＮＰＯ法人 釜ヶ崎支援機構  
 

後援    大阪市（依頼中） 大阪府  

社会福祉法人 大阪市社会福祉協議会 

社会福祉法人 大阪府社会福祉協議会 

社会福祉法人 大阪府済生会  

 
         ＮＰＯ法人 生活サポート釜ヶ崎 

             ＴＥＬ (ＦＡＸ)０６－６６４７－２８００ 

炭谷茂氏プロフィール：東京大学卒業

後、厚生省に入省。厚生省社会・援護

局長や環境省官房長、環境事務次官な

どを歴任し、06 年 9 月退任。現在は、

恩賜財団済生会理事長。障害者、ホー

ムレス、引きこもりの若者などへの就

労支援など社会貢献事業にも従事。著

書は「私の人権行政論」「環境福祉学

の理論と実践」「ソーシャル・インク

ルージョンと社会企業」など多数。 

独立行政法人福祉医療機構 

社会福祉振興助成事業 


